
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

７月８日(水) ３年生 14名 「鮎川の自然で楽しく遊び・学ぶ」 

７月６日（月）３年生 14名 「鮎川遊び・事前学習会」 

当
日
の
早
朝
、
自
然
事
業
の
委
員
が
、
学
習
会

用
に
水
生
昆
虫
な
ど
の
生
物
を
鮎
川
上
橋
（
ウ
ワ
バ

シ
）

付
近
で
採
取
（
ヤ
ゴ･

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫･

サ

ワ
ガ
ニ
・
カ
ジ
カ
・
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
）
。 

授
業
で
は
、
講
師
の
酒
巻
先
生
か
ら
、
実
際
に

採
取
し
た
生
物
を
観
察
し
な
が
ら
、鮎
川
が
清
流

で
あ
る
こ
と
、ま
た
過
去
の
台
風
災
害
か
ら
鮎
川

再
生
に
向
け
て
の
経
過
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。 

 
 

き
れ
い
な
水
に
棲
む
「
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
」
の
幼
虫

は
毎
年
人
気
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
は
、
保
育
園
の
年
長
園
児
も
鮎
川
に
生
息

す
る
生
物
を
一
緒
に
観
察
し
ま
し
た
。 

児
童
や
園
児
ら
は
普
段
見
た
こ
と
が
な
い
水

生
生
物
を
興
味
深
く
覗
き
こ
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

今
年
の
「
鮎
川
で
遊
ぼ
う
」
は
、

参
宮
橋
（
サ
ン
グ
ウ
バ
シ
）

上
流
で
実
施
。 

 
 

葦
が
繁
茂
し
川
遊
び
ス
ペ
ー
ス

が
昨
年
よ
り
更
に
減
少
、
暑
さ
も

少
々
あ
り
ま
し
た
が
、
見
渡
せ
る
河

原
内
で
水
量
は
や
や
少
な
い
も
の

の
ま
ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
地
元
鮎
川
の
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

児
童
ら
は
、
委
員
の
見
守
る
中
、

ア
ミ
を
片
手
に
生
物
採
取
に
水
辺

を
奔
走
し
、
大
は
し
ゃ
ぎ
。
生
物
が

隠
れ
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
ヨ
シ

の
茂
み
も
生
え
て
お
り
、
沢
山
の
水

生
生
物
を
採
取
し
て
、
楽
し
く
鮎
川

で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
で
ス
イ
カ
も
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
委
員
の
皆
さ
ん
も
幼

少
期
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

児
童
か
ら
は
「
初
め
て
見
ら
れ

た
生
物
が
い
て
楽
し
か
っ
た
」
ま

た
、「
色
々
な
生
物
が
知
れ
た
、
そ

し
て
沢
山
取
れ
て
良
か
っ
た
」
、 

「
鮎
川
に
入
る
機
会
を
計
画
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

高
甫
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会 

（
高
甫
の
自
然
小
委
員
会
・
学
社
連
携
事
業
） 

事
業
報
告 

   

Ｅメール  c-takaho@city.suzaka.nagano.jp 
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【高甫地域の人口】 
2026 年 7 月 1 日現在 
男 性 1,536 人(−1) 
女 性 1,614 人(−3) 
合 計 3,150 人(−4) 
世帯数 1,287 戸(+1) 

６月 26日（金）高甫小学校４年生 28名 「ホタルの学習会」を開催  

高
甫
小
学
校
４
年
生

を
対
象
に
「
ホ
タ
ル
学

習
会
」
を
開
催
。
講
師
は

野
外
活
動
ク
ラ
ブ
で
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る

酒
巻
裕
三
先
生
で
す
。 

授
業
で
は
ホ
タ
ル
の

一
生
や
分
布
体
系
、
餌

と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
鮎

川
に
生
息
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
鮎
川
は
、
手
つ
か
ず

の
自
然
の
状
態
で
ホ
タ

ル
が
生
息
し
見
ら
れ
る

貴
重
な
場
所
で
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

夜
の
観
察
会
は
雨
天
の

た
め
中
止
し
ま
し
た
。 

mailto:c-takaho@city.suzaka.nagano.jp
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第２１９号                     高甫地域公民館だより                   令和８年８月１日 

高
甫
地
域
公
民
館
『防
災
セ
ミ
ナ
ー
』の
報
告 

「災
害
に
備
え
て
」
講
演
と
実
技
講
習
「
避
難
所
開
設
」を
体
験 

 

７
月
24
日
（
金
）、
市
総
務
課
危
機
管
理
担
当
課
長
平

林
晶
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

総
勢
12
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

全
国
各
地
で
頻
発
し
激
甚
化
し
て
い
る
「
自
然
災
害

（
地
震
・
水
害
・
土
砂
崩
れ
）」、
加
え
て
局
地
的
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
が
被
害
を
受
け
る
「
都
市
型
災

害
」
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
自

ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
こ
と
で
す
。 

 

５
月
29
日
か
ら
防
災
気
象
情
報
の
名
称
【
河
川
氾
濫
・

大
雨
・
土
砂
災
害
・
高
潮
】
に
レ
ベ
ル
の
数
字
が
付
さ
れ

た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。（
例
：
レ
ベ
ル
３
大
雨
警
報
） 

講
義
の
後
、
避
難
所
で
使
用
す
る
物
品
（
ベ
ッ
ド
・
ト

イ
レ
・
パ
ー
テ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
）
の
組
み
立
て
を
全
員
で

体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
防
災
に
関
す
る
話

し
は
初
め
て
聞
い
た
」
、
「
実
際
に
避
難
所
用
品
の
組
み

立
て
を
行
い
良
い
体
験
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、「
須
坂
市
総
合
防
災
訓
練
」
は
８
月
23

日
（
日
）
、
須
坂
市
北
部
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

６
月
19
日
（
金
）
午
後
、
高
甫
小
学
校
教
職
員
（
13

名
）
と
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
（
８
名
）
及
び
高
甫
保
育

園
職
員
（
２
名
）
の
総
勢
23
が
参
加
。 

梅
雨
時
の
晴
れ
間
の
下
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集

合
。
今
回
は
、
市
街
地
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
郡
保
存

地
区
」
を
巡
る
研
修
で
し
た
。 

コ
ー
ス
は
、
遠
藤
酒
造
～
し
ら
ふ
じ
～
旧
信
陽
銀
行
～

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
～
ま
ゆ
ぐ
ら
～
笠
鉾
会
館
～
墨
坂

神
社
（
芝
宮
社
）
～
旧
小
田
切
家
～
旧
越
家
住
宅
～
山
下

薬
局
～
浮
世
小
路
～
奥
田
神
社
・
時
の
鐘
で
す
。 

２
班
に
別
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
田

所
と
み
枝
様
と
吉
越
義
明
様
、
戸
松
清
一
郎
様
、
須
山
均

指
導
員
か
ら
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
、
「
そ

う
な
ん
だ
」「
な
る
ほ
ど
」、
と
関
心
す
る
こ
と
が
あ
り
、

先
人
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

齊
藤
教
頭
先
生
か
ら
は
、
「
こ
の
研
修
が
今
後
の
糧
に

な
れ
ば
良
い
、
重
伝
建
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
市
の
発

展
の
た
め
に
な
れ
ば
良
い
と
思
う
、
大
切
に
し
た
い
」
と

の
ま
と
め
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様

お
疲
れ
様
で
し
た
。 

【
オ
レ
ン
ジ
帽
子
は
地
域
づ
く
り
委
員
】 

「
重
伝
建
保
存
地
区
」
ま
ち
あ
る
き
の
報
告 

 

 

◆ 各種講座・参加者募集 ◆  申込み：高甫地域公民館 電話 026－248－1925 

 

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
教
室 

 

初
め
て
の
「
本
格
コ
ー
ヒ
ー
」
を
、
ご
自
分
で 

淹
れ
て
み
ま
せ
ん
か 

■
日 

時
：
８
月
31
日
（
月
曜
日
） 

 
 

午
前
の
部 

 

午
前
10
時
～
正
午
ま
で 

 
 

午
後
の
部 

 

午
後
2
時
～
午
後
4
時
ま
で 

■
会 

場
：
高
甫
地
域
公
民
館 

調
理
実
習
室 

■
講 

師
：
古
畑 

陽
平
さ
ん 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
） 

■
内 

容
：
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
座
学
ほ
か 

■
参
加
費
：
５
０
０
円
（
ス
イ
ー
ツ
代
ほ
か
） 

■
持
ち
物
：
筆
記
用
具 

■
定 

員
：
午
前
・
午
後
各
4
名
（
先
着
順
） 

■
そ
の
他
：
地
元
店
舗
の
「
八
丁
鎧
塚
み
そ
ケ
ー 

キ
」
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

キキクル（危険度分布図） 


